
• 矢作川水系森林ボランティア協議会

「森の健康診断」

• 山里文化研究所「聞き書き塾」

• 夕立山森林塾「木の駅ｐｊｔ」

• 鳥取県地域マネージャー

• 地域再生機構 木の駅アドバイザー

• 根羽村地域再生マネージャー

丹羽健司
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� 「逆ザヤありきで寄付集め、事務局はボラン

ティアで四苦八苦、アホウかタワケでなきゃあ

こんな間尺に合わんことはやっとれん」と木の

駅実行委員長がぼやく。それでもやめない。

続けるために昼は志～材搬出に汗を流し、

夜は実行委員会で額を寄せ合い知恵を絞る夜は実行委員会で額を寄せ合い知恵を絞る

。これまで、効率と成果に追われ熾烈なグロ

ーバル経済の荒波に揉まれてきた中高年た

ちが、それとは対極にあったはずの「ゼニカ

ネやない」世界に心地よく身を置く。
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�林地残材を地域商品券で買い取るだけの仕

組みだと思っていたのがどんどん変わってい

く。多様な人材が実行委員会に集い、糠床を

かき混ぜるように議論を重ねるうちにふと名（かき混ぜるように議論を重ねるうちにふと名（

迷？）案が浮かぶ。あれもできる、これもでき

そうだ。山のことから商店のこと、通貨を作るこ

とまで手掛けるうちに、「この村もまんざらでも

ないな」とつぶやき始める。
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�自己紹介

�日本の森と村で何が起こっているのか？

�森を知る：「森の健康診断」

�村を知る：「山里の聞き書き」�村を知る：「山里の聞き書き」

�森と村をつなぐ：「木の駅プロジェクト」森と村をつなぐ：「木の駅プロジェクト」森と村をつなぐ：「木の駅プロジェクト」森と村をつなぐ：「木の駅プロジェクト」

～心地よさの経済～～心地よさの経済～～心地よさの経済～～心地よさの経済～

�エネルギーで暮らしを変える：薪の駅

�村の誇りと自治の再生で森が守られる。
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� 地球上では

１日１００種の生物種が絶滅

１秒間にサッカー場１面の森林が砂漠化

４秒間に１人が飢えが原因で死亡

日本では日本では

１日に１００人が自殺

食料自給率４１％で１年に１人１５０ｋｇの可食ゴミ廃棄、

３９万ヘクタールの耕作放棄地

木材自給率２２％、人工林の大部分が放置林

・・・そして、１週間に１つずつ集落が消滅している

～食も人も森も、ムラさえも棄てられようとている～
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用途別年間利用量

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1

2

3

4 製材製品4 製材製品

5 製材用丸太 チップ

6

7 合板用 加工材ほか
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国産
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東海豪雨時東海豪雨時東海豪雨時東海豪雨時、、、、豊田市中心地豊田市中心地豊田市中心地豊田市中心地のののの堤防堤防堤防堤防はははは決壊寸前決壊寸前決壊寸前決壊寸前東海豪雨時東海豪雨時東海豪雨時東海豪雨時、、、、豊田市中心地豊田市中心地豊田市中心地豊田市中心地のののの堤防堤防堤防堤防はははは決壊寸前決壊寸前決壊寸前決壊寸前！！！！！！！！

豊田スタジアム豊田スタジアム豊田スタジアム豊田スタジアム

２０００２０００２０００２０００年年年年２０００２０００２０００２０００年年年年
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ダム湖を埋めた木材ダム湖を埋めた木材
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雨滴による浸食雨滴による浸食

• 林の中の方が
外よりも雨滴の

直径が大きく、

その分衝撃エネ

ルギーが大きい

• 直径4～5倍、エ
ネルギー16～
25倍
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森林内で

巨大化した

雨滴

小石やヒノキの種が雨滴

衝撃から地表面を守った

浸食さ

れた

目詰まりして

いて水が浸透

しない
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健康な森の中 不健康な森の中

水と土をはぐくむ森 太田猛彦１９９６より
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誰も知らない！�誰も知らない！

� じゃあ、自分たちでやろう！
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北海道

新潟

岩手

秋田

岐阜

京都

静岡

富山

石川

三重

愛知

東京

佐賀

愛媛

長野

熊本

和歌山

奈良

鳥取

福島

神奈川」

島根

兵庫

福岡

徳島

高知

千葉

宮崎
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日本の

放置人放置人

工林
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� 森づくり委員会→森づくり条例
→森づくり構想

� ①ヨソモノパワー・シロウトパワ

ーを活用する度量

②豊富で信頼できるデータ� ②豊富で信頼できるデータ

� ③対等平等な議論と、時間を

惜しまない頻繁な委員会開催

� ④議事録の蓄積と開示

� ⑤行政と市民のポテンシャル

→これが自治！
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�森の健康診断に必要なもの

１００円グッズ調査セット

マニュアル、2万5千分の1地図
実行委員会の開催と地域周知

�森の健康診断の成果

一般市民を人工林へ一般市民を人工林へ

人工林への理解と応援、山村交流

流域の森の現況データ

データの開示による市民と行政の目覚め

自治的な森との関わり

ほか、たくさん！ 56
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不健康な放置林

木の駅プロジェクト

健康な人工林
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出荷者氏名：鈴村直 登録番号：001

出荷日 2011/9/7

出荷本数（本） 25

材積合計（㎥） 1.50

木の駅　ｎａｋａｎｏｈｏ　モリ券発券伝票木の駅　ｎａｋａｎｏｈｏ　モリ券発券伝票木の駅　ｎａｋａｎｏｈｏ　モリ券発券伝票木の駅　ｎａｋａｎｏｈｏ　モリ券発券伝票

換算金額 7500

発券枚数（枚） 7

今回繰越金額（円） 500

伝票処理者 杣組　鈴村今衛 ㊞
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• そんな中でも、お付き合いの結果

中野方で山に目覚めちゃった人たちが現れる。
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特 徴
１住⺠⾃治・地域づくりの下地の上に⽴脚
① 日本１／０村おこし運動・・・住民主体の地域づくり

② 智頭町百人委員会・・・町への政策提言機関

２実⾏委員会形式（第１号）２実⾏委員会形式（第１号）
① 地域の多様な主体の参画（百人委員会農林業部会）

② ヨソ者や行政の参画（川下ＮＰＯ、大学、役場）

３⼟台づくり・魂注⼊の並⾏実施
① 森林塾・・・素人山主向け（選木、伐採、搬出）

② 森の健康診断・・・人工林の状況調査

③ 山里の聞き書き・・・山里で暮らす知恵と喜びを知る
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� 「真っすぐの良い木が出る。市場に出してみたいので、高く

売れるように造材の研修をやってくれ」→市場担当者を招い
て研修→ユニックのレンタル、小径木センターや原木市場
への出荷増加

� 「このままだとあと１～２年で道沿いの山の間伐は済んでしま

う。奥山から出したいので道づくりの研修をやってくれ」→道→
づくり研修、バックフォーのレンタル

� 道端に転がっている木が５００円玉に見えるようになった。

� あんた！ごろごろしているんだったら山に行って杉小判も

らって来んさい。

� 「友情のババ抜き」「閉めるのやめた、続ける！」
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道の駅道の駅

• 市場出荷やＪＡ出荷・・・荷揃え・規格・時間制約

などが厳しくて大変→専業でなければできない、
片手間ではできない、やっぱり無理だよな～→
やる気減退→農地荒廃、人も地域も荒廃

• 道の駅や産直販売所・・・荷揃え・規格・時間制

約などがラフ→片手間で気の向いたときに出荷
できるから楽チン→儲けにならなくても、小遣い
や晩酌代ぐらいには十分なる！→やる気満々
→農地も時間も活用、人も地域も少し元気にな
る

• 直販所は全国１万４千か所平均売り上げ１億円
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「木の駅」「木の駅」

木材市場に出荷・・・ほとんどの山主は素人である。曲

がり抜きや枝払いなど造材規格が厳しい。太くて重

い。搬出する機材（集材機、トラック）もない。利用間

伐の作業委託すると赤字が不安。土場まで運べて

も、運材はプロ任せ。このように林家が用材（Ａ・Ｂ

材）を出荷するハードルは非常に高い。→やる気減材）を出荷するハードルは非常に高い。→やる気減
退、山林荒廃山村荒廃。

• 「木の駅」に出荷・・・軽トラとチェーンソーくらいはど

こも所有している。タンころ（Ｃ材）を搬出するくらい

の体力と時間はある。片手間で気の向いたときに軽

トラで出荷できるから気楽→儲けにならなくても、小
遣いや晩酌代ぐらいには十分なる！→やる気満々
→山林も時間も活用、人も地域も少し元気になる100



�集積土場（０．１ｈａ）・・・ただし１０ｔトラック

横づけ可能

�伝票、チョーク、メジャー

�地域通貨印刷(copy,printout)(copy,printout)
�＠３０００円×１００トン＝３０万円

�発券＆換金作業（アルバイトもしくはボラ

ンティア）

�実行委員会の準備と開催

�気持ち

・・・これだけ
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� 林地残材回収、間伐促進

� 就業機会創出、林業機材販売促進

� コミュニティ再生、結いの復活

� 施業委託増進

� 町内店舗利用促進,町内ＧＤＰ押し上げ効果・・� 町内店舗利用促進,町内ＧＤＰ押し上げ効果・・
・１回転６０万円、２回転１２０万円

� 地域愛、誇り、自治

� 3K（きつい、孤独、金にならない）から
→新しい３Ｋ（気楽、絆、こずかいにはなる）へ
・・・こんなに！
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●軽トラとチェーンソーがあれば誰でも参加できる

→山に入るきっかけづくり、お荷物がお宝に！
●「山の仲間づくり」

→複数人なら出来る、安全・安心、愉しい、教え合える、
モリ券でみんなで飲めるぞ！

→境界確定、団地化（集約化）、道づくりもスムーズ→境界確定、団地化（集約化）、道づくりもスムーズ
●山がきれいになる！→森林整備、防災、水源涵養・・・
●商店が元気になる！・・・大型店舗に逃がさない

→商店は地域の宝だ！生命線だ！
●自分たちのことは自分たちで決める、山も商店も

→「自治」の再生
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� 学校区を大切にする。中学校区を越えない範囲で

顔の見える範囲、気楽に出荷距離

� 性善説を基本に

「名札」と「志～材」、自己検尺＆自己申告

� あまり効率を追わず、手間を惜しまず

主人公は地域住民、行政は黒子役に� 主人公は地域住民、行政は黒子役に

行政も「一員」の実行委員会を

� 環境志援（+＠3000円）は分散自立型にシャブ中毒
にしない（補助金依存体質にしない）

� 実行委員会で議論を尽くす。→フラットでオープンな参
加型執行機関
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�木の駅女子部、よそ者、地域おこし協力隊

�山のお見合い、宵荷制度

�都市木質化プロジェクト

薪の駅�薪の駅

�薪作り・薪ストーブ普及・薪ボイラー導入

�ゆんたく場・もう一つの議会

�地域政策提言

�木の駅の未来・・・
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そうじゃった、何にもないと思っていた村には

何でもあった。

ないものはこの手で作った、

山からいただいてきたけぇ。山からいただいてきたけぇ。

ひとりでできんことは仲間でたすけあってきた。

感謝・喜び・誇り

わしらは、山の恵みと人の絆で生きてきた。

120



「美しい村などはじめからあったわけではない。

美しく暮らそうという村人がいて、

美しい村になるのである」美しい村になるのである」

柳田國男
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